
5 （別紙　１）

学校関係者評価

評価対象 重点
該当の項目３つに●

評価指標 具体的な方策 項目評価 対象評価 意見等

◎小学校との円滑な接続を図るた
めの計画的・継続的な連携<p7>

◎小学校との接続を意識した教育課程の編成や、
小学校と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の
共有に努めている。

80％以上の教職員が「小学校との接
続を意識して保育できた」と答えてい
る。

幼小中共同で設定した倉渕地区「子どもの発達と学びをつなぐ１５年間」のガイド
ラインを踏まえ、幼稚園児として身に付けたい基本的な生活習慣を意識し、日常
的に指導を行う。

Ｂ

● ◎遊びや体験を通した保育の充実
◎ものや人などに主体的に関わることができる環境
の構成や援助の充実に努めている。

80％以上の保護者が「園は、園児が
楽しく意欲的に遊べるよう環境づくり
や働きかけを行っている」と答えてい
る。

園内研修を通して、異年齢の児童が共に楽しく意欲的に遊べるように、環境構成
や子どもとの関わり方を工夫し、充実を図る。 Ａ ●

〇言葉で表現する力の育成<p４>
幼児一人一人の発達段階に応じ、教師の話を聞こ
うとする姿勢や自分の思いを言葉で表現できるよう
に支援に努めている。

80％以上の教職員が「児童が話を聞
けるよう、また自分の思いを言葉で表
現できるように働きかけている」と答え
ている。

教職員が子どもの話を丁寧に聞く姿勢を持ち、子どもたちに話をよく聞くことや自
分の思いを言葉で話すことの大切さに気付かせるとともに働きかけを行う。 Ａ

● ◎温かい人間関係づくり
◎主体的な活動の基盤となる安定感をもたらす信
頼関係の構築と、幼児一人一人の発達を促すため
の状況に応じた適切な援助を行っている。

80％以上の保護者が「周りの友達を
意識し、認め合ったり励まし合ったり
する姿が見られる」と答えている。

友達や異年齢の他者に対し、優しい言葉がけや行動ができるように励ますととも
に、優しい言動を賞賛する。 Ｂ ●

◎いじめのない環境づくり
◎「いじめ防止プログラム」に基づいた、いじめを起
こさない集団づくりを推進している。

100％の保護者が「いじめがなく仲良く
遊ぶよう取り組んでいる」と答えてい
る。

ルールを守らない行動や、相手を傷つけるような言動は見過ごさず、なぜいけな
いのかを、わかるように指導する。 Ｂ

◎体力向上と丈夫な体づくりのた
めの計画的・組織的な取組<p6>

◎毎日の運動の習慣化と運動量確保の工夫に努め
ている。

80％以上の保護者が園は「伸び伸び
体を動かし、元気に活動できるように
している」と答えている。

子ども一人一人が興味関心を持ち、友だちと関わりながら安全かつ主体的に楽し
く運動できるような環境構成をつくるように努める。 Ａ

◎家庭・地域・関係機関と連携した
危機管理の充実<p9>

◎家庭・地域と連携して、施設・設備の安全管理や
交通安全指導の充実に努めている。

90％以上の保護者が「連携しながら
安全に努めている」と答えている。

命を最優先にした交通安全指導や避難訓練等を実施し、講話やお便りを通して
園児だけでなく保護者の危機管理意識の向上を図る。 Ｂ

◎個に応じた指導の充実<p7>
◎幼児一人一人の特性の多面的な理解と、発達の
課題に応じた支援を行っている。

90％以上の教職員が「一人一人の特
性や発達課題に即した指導ができて
いる」と答えている。

発達特性に関する研修に参加したり、園内研修でも資料から学ぶ機会を設け、特
別な支援のあり方を共通理解するとともに、実践を通して改善を図っていく。 Ｂ ●

● ◎園内における人材育成の推進
◎教職員の積極的な園経営への参画や協働した組
織マネジメントの充実に努めている。

90％以上の教職員が「幼保が連携
し、互いのよさを生かしたチーム支援
体制ができている」と答えている。

園内研修や学年会により幼保の教職員が共通理解を図り、充実した環境構成の
準備を組織力を機能させながら行っていく。 Ａ

◎子どもと向き合う時間の確保
◎教職員が子どもと向き合う環境づくりを推進してい
る。

90％以上の教職員が「１時間の職員
会議で効率的に話し合えた」と答えて
いる。

職員会議、園内研修等の会議については、事前に資料を配布するなどして１時
間以内で実施する。 Ａ

◎個に応じた指導の充実<p7>
◎情報交換による家庭との連携や保護者の気持ち
に寄り添った支援のための相談体制の充実に努め
ている。

80％以上の保護者が「相談しやすい
雰囲気になっている」と答えている。

年２回の教育相談や降園時の保育説明では、一人一人の子どものよさを保護者
に伝えるとともに、保護者の話によく耳を傾け、気持ちに寄り添った対応をする。 Ａ

【作成上の注意】①市の必須評価項目に加えて、各園の実態に応じて評価項目を増やすことができますが、表面１ページに全て収まるようにしてください。　②年度当初の提出においては、水色のセルのみ記入してください。　③行の削除は行わないでください。印刷範囲外のセルに計算式や参照リストが入っています。

次期重点
該当の項目３つに●

心身ともに健康で、豊かな心情と創造力・自立心をもつたくましい子どもを育てる

幼稚園番号 倉渕幼稚園

・同じ学級の中においても、異年齢交流
の中においても、子どもたちの温かい言
葉かけや思いやりのある行動が見られた。
今後も意識して指導していきたい。
・子どもの発達段階や実態を踏まえ、その
子に合う指導を共通理解を図りつつ行っ
てきた。今後もチームとして共通理解を大
切に取り組み、いじめない安心して過ごせ
る環境をつくっていきたい。

・保育の様子や発表会を見学した時、友
だちをいたわる園児がいるのを見ました。
園の具体目標の一つである、友だちと仲
良くする、友だちを大切にすることが、しっ
かり指導されていると実感しました。

・倉渕地域の特色を活かした保育ができ
ている。職員、皆さんの努力（工夫）が感
じ取れます。
・お互いのコミュニケーションづくりができ
ている。年齢的に言葉の表現は園児に
とって難しいでしょうが、保育の中で、学
力向上に向けた取組を継続していただき
たい。

Ａ

・幼稚園教諭とともに保育士にも主体的に
ものや人に関わるようにする保育・教育の
重要性を理解してもらうように努める。
・園内研修は望ましい方向で実施できて
いる。日々の保育においても研修の視点
を生かすように働きかける。
・子どもが自分の気持ちを進んで表現しよ
うとする意欲を育てる関わり方を大切にす
るように教職員に働きかけていく。

Ⅰ　教育課程

Ｂ

・地域やＰＴＡとも連携し、安全管理や交
通指導に取り組んできた。園内において
も、子どものけがの防止に意識的に取り組
み、大きなけがもなく過ごすことができた。
・園の駐車場での運転マナー等、一人一
人の保護者が危機管理意識を高められる
よう、いろいろな機会で啓発していく。

・秋の運動会を見学した時、園児の明るく
元気な姿が印象的でした。園が、園児の
体力向上と丈夫な体づくりに取り組んでい
ることを実感しました。

・本園の広々とした自然環境豊かな園庭
を活用し、子どもたちの体力向上に取り組
んできた。さらに、保育部を中心にリトミッ
クを取り入れて、怪我の防止につながる活
動を取り入れた。今後も継続していきた
い。

・特別な支援を要する子どもへの指導に
ついて、共通理解を図りながら実施して成
果をあげつつあるが、園内研修でより積極
的に進め、学ぶ機会を設けていった方が
よい。

・保育の様子から、個を大切にした援助が
できていると感じる。個の主体性を意識し
た指導もできている。
・一人ひとりに応じた保育がされ、十分な
時間を子どもと先生がとり、納得のいくよう
な心の充実さなどもある保育が行われて
いるのだと思いました。

・幼保の教職員が、園内研修で互いに学
び合う機会を確保することができた。若い
教職員や保育士も参加し、良い機会に
なっている。今後もこの雰囲気を継続して
いく。
・短時間で職員会議や園内研修が進めら
れた。子どもと向き合う時間の確保を十分
に確保することができた。今後も継続す
る。

・年間を通して、計画的に園児の安心・安
全のための取組ができている。年齢的に
早いかもしれませんが、「命の大切さ」を
学ぶ機会があってもよいのでは。

Ａ

Ｂ

Ａ
・保育の様子から、園の運営目標を意識
した指導が感じ取れる。園児の健全育成
のため努力されている職員の皆さんに感
謝している。

Ｂ

Ⅱ　確かな学力

自己評価

Ⅶ　組織運営及び業務
改善

Ⅳ　心身の健康と体力

Ⅵ　特別支援教育

Ⅴ　安全確保・施設整備

Ⅲ　豊かな人間性

評価項目　◎は市教委指定必須項目  < >内は「高崎市の学校教育」の該当ページ

Ⅷ　保護者等との連携 ・園児のため、個々のため職員と保護者
の充実した連携を期待している。

・一人一人の教職員が、どの保護者に対
しても笑顔と温かい言葉掛けを心がけ、安
心感を持って接してもらえるように実践で
きている。相談事にも、より丁寧に保護者
の気持ちに寄り添って応じるように努めて
いく。

Ａ

令和６年度　高崎市　自己評価・学校関係者評価報告書

幼稚園目標

・幼稚園（保育園）と小学校の円滑な接続
を図るため、小学校の教職員に本園に来
園してもらい、保育の内容や子どもの状況
を知ってもらえるよう、小学校に働きかけ
る。
・毎月実施している倉渕地区幼小中校園
長会議を生かし、形式的な連携から実質
的な連携を模索する。

・園児の様子（あいさつ、行動など）から、基本的
な生活習慣を身に付けていると思う。特に年長園
児は、小学生と同じ行動ができている。入園時か
ら適切な指導がなされているからと感じる。
・園児の様子から、日常生活（給食準備、活動の
準備、掃除）も生活の流れに沿って自分たちで
環境を整えることの大切さもしっかり学ばれてい
るように思えました。

改善策

Ｂ

項目評価・対象評価
Ａ 十分に達成できた
Ｂ 達成できた
Ｃ もう少しで達成できた
Ｄ 達成できなかった


